
宮城県おかあさん合唱祭から表彰
涌谷ハーモニーが40回出場で表彰
　昭和51年に公民館活動の一環として結成された「涌
谷合唱団」は「わくやハーモニー」に名前を変え、43
年間、仕事や子育ての合間をぬって練習し活動を続け
てきました。
　メンバーは少なくなってきていますが、宮城県おか
あさん合唱連盟が主催する宮城県おかあさん合唱祭に
はこれまで40回にわたって出場。6月16日（日）に開催
された第47回宮城県おかあさん合唱祭で、その多年に
わたる出場に対して表彰されました。

多年にわたる婦人防火交通安全クラブの功績に
栁橋一子氏を表彰
　8月1日（木）に、涌谷町婦人防火交通安全クラブ連合
会理事の栁橋一子さんが、地域防災の重要性を深く認
識し、多年にわたるクラブ指導者として防火意識の高
揚に努め、クラブの育成に尽力されてきたとして、大
崎地域婦人防火クラブ連合会から表彰されました。
　栁橋さんは、平成21年から涌谷町婦人防火交通安全
クラブ連合会の一員として防火・防災・交通安全活動
に取り組んでまいりました。

児童も伝統のもちまきを体験
新学童保育施設で上棟式
　10月21日(月)に、涌谷第一小学校北側に建設が進
む新学童保育施設の建設現場において、来年2月の完
成を前に、緑化推進ボランティア「大の会」の皆さん
によって、学童保育に通う子どもたちのために、昔な
がらの伝統的な上棟式が行われました。
　この日に用意された餅は、2千個。新学童保育施設
のベランダ部分から盛大にまかれ、子どもたちは両手
いっぱいに餅を拾っていました。

過去最多の181人が参加
第45回町民チャリティゴルフ大会
　9月23日（月）に宮城カントリークラブで町民チャリ
ティゴルフ大会が、秋晴れの中、開催されました。
　東日本大震災が発生した際に、チャリティとして参
加費の一部を復興に役立てるものとして始まり続いて
いる大会です。今回は過去最多の181人が参加し、自
慢の腕を披露するとともに、親睦を深めました。
　10月10日（木）には、教育行政の一助として、本間
実行委員長から5万円が涌谷町に寄附されました。
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地域の皆さんとの交流
涌谷町国保病院でリハビリ開放デー
　9月4日（水）に涌谷町国保病院リハビリセンターを
会場に、第7回リハビリ開放デーを開催しました。リ
ハビリ室の公開と体験、栄養補助食品の試食、センター
長による「骨粗鬆症とロコモ」の講話、わくやワクワ
ク体操の紹介など行いました。参加者数は79人で昨年
よりも大勢にリハビリについて知っていただける機会
となりました。
　リハビリスタッフの合奏にあわせて全員で歌を歌っ
たり、お楽しみ抽選会をして大いに盛り上がりました。

城山の金さんの徒然日誌

本格始動！みちのくＧＯＬＤメダル
　9月26日（木）に、日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」
で連携する岩手県平泉町のふるさと名物応援宣言セレ
モニーの会場で、「みちのくＧＯＬＤメダルプロジェ
クト」の推進について発表してまいった
　日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」の取り組みの一
つとして、これまで今でも実際に採れる「みちのくの
金」を町内外の皆さんに参加してもらいながら採集し
てまいった。
　今後、その「みちのくの金」を、日本遺産「みちの
くＧＯＬＤ浪漫」の構成文化財でもある平泉町の伝統
工芸「秀衡塗」で作った「みちのくＧＯＬＤメダル」
を製作し、宮城県・岩手県出身で、国際的なスポーツ
競技大会などに出場し活躍するアスリートや日本を代
表する文化人に対して、今後のさらなる飛躍を後押し
することを目的に、贈呈してまいる予定じゃ。
　メダルのデザインは、伝統的な「秀衡塗」の図柄と
モダンな「みちのくＧＯＬＤ浪漫」のロゴのデザイン
を組み合わせ、その中に、「みちのくの金」を埋め込
むというもので、平泉町の翁知屋さまに考案していた
だいた。
　また、今後、メダル増産のため、定期的に「みちの
くの金」を採集するイベントを開催してまいるので、
ぜひ、プロジェクトにご参加くだされ。

子育て支援サークル・おひさまスマイル活動報告

活動10年目突入！英語で遊ぼう！を開催
　9月25日（水）に美里町の英語教室「Toi Toi Toiro」の葛西先生
を講師に『英語で遊ぼう！』を開催しました。
　日本語でお馴染みの遊び歌が英語に。先生のマネをして体を動か
したり歌ったり、絵本でも英語に親しみ、親子のスキンシップを楽
しみました。講座後は手作りデザートでティータイム。お豆腐プリ
ンは1歳未満の子や牛乳・卵アレルギーの子も一緒に楽しめました。
おかげさまで活動10年目に突入。今後もさまざまなイベントを企
画しますので、ぜひご参加ください。
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支出 29年度
との比較

生活費合計 362万円 （+59万円）

　食費 83万円 （+2万円）①

　医療費 61万円 （+2万円）②

　光熱水費、消耗品 65万円 （+3万円）③

　車等の修理代 4万円 （0万円）④

　その他の生活費 149万円 （+52万円）⑤

子ども等への仕送り 48万円 （–16万円）⑥

ローンの返済 50万円 （–4万円）⑦

家の改修、車購入費 23万円 （–27万円）⑧

貯金 12万円 （–8万円）⑨

支出合計 495万円 （+24万円）

余り（収入－支出） 5万円 （–4万円）

①人件費
町職員の給料や議員報
酬など
②扶助費
障害者支援、医療費助
成など福祉に使ったお
金
③物件費
光熱水費、消耗品費、
業務委託料など
④維持補修費
道路、公共施設などの
維持費
⑤補助費など
負担金、補助金など
⑥繰出金
国民健康保険など他の
会計への繰出金
⑦公債費
町債の元金･利子
⑧普通建設事業費
道路・学校など公共施
設の新設、改修に使っ
たお金
⑨積立金
将来の財源変動に備え
て積み立てたお金

30年度はこんな仕事をしました

一般会計決算のあらまし

●黄金山工業団地への企業誘致推進。１社が操業開始。
●上谷崎橋改修事業の完成。
●特定不妊治療費を一部助成、新生児の聴覚検査費用の
助成を実施。小規模保育事業所認可の推進のほか町内
全幼稚園の昼食提供と預かり保育の拡充を図り、子ど
もを生み、子育てしやすいまちづくりを推進。
●がん治療の療養生活の質の向上のため、新たにウィッ
グ購入費助成事業を実施。

　平成30年度の一般会計決算は、歳入では国庫支出金
の減少など、歳出では黄金山工業団地整備事業の完了な
どによっていずれも減額となりました。歳入（収入）総額
74億9,085万円、歳出（支出）総額73億8,473万円とな
り、令和元年度に繰り越す財源を差し引いた9,585万円
が剰余金（実質収支額）となりました。この剰余金を令和
元年度予算に繰り越したのち、地方財政法の規定により、

●「県営ほ場整備事業」の推進をはじめ、出来川左岸基
盤整備に向けて事業を展開。
●銘柄米「金のいぶき」の販売促進活動や地域ブランド
米としての確立・定着を推進。
●スポーツ選手が自ら学校の教壇に立ち「夢を持つこと
の素晴らしさ」を子どもたちに伝える心のプロジェク
ト事業を実施。
●日本遺産申請など、地域連携による取り組みを推進。

※町のローン残高（地方債現在高）は、
65億3,191万円です。

2分の1相当の4,800万円を令和元年度基金（町の貯金）
に積み立てます。
　当町は平成30年度も基金(町の貯金)を取り崩しての財
政運営となり、このままの財政運営を続ければ、基金（町
の貯金）が枯渇し、令和7年度には財政再生団体となる可
能性がありますが、財政再建計画を完全実施すれば、持
続可能な町政運営を図られると推測できます。

　 ローン残高　　　      436万円　  （+24万円）
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平成３０年度

涌谷町決算報告
　平成30年度の決算が、9月に開催された議会で認定されました。
皆さんの大切な税金がどのように使われたのかを1年間の収入
500万円の家計に例えてお知らせします。

町税①
町民税、固定資産税、
軽自動車税、たばこ税
など
分担金・負担金②

保育所や老人ホームに
入所する際の負担金な
ど
使用料・手数料②

公共施設の利用料金や
住民票の写しの交付手
数料など
譲与税・交付金③

国税･県税のうち町に
対して交付される分

地方交付税③
国税のうち町に対して
交付されるもの

国庫支出金③
使い道が特定される国
が町に対して支出した
お金

県支出金③
県が町に対して支出し
たお金

諸収入④
預金利子や雑入など

町債⑤
町が国や銀行から借り
たお金

繰入金⑥
町の基金から引き出し
たお金

繰越金⑦
前年度に残ったお金

30年度決算のポイント
●歳入総額では、経済政策の恩恵などから町税では増額
となったものの、国庫支出金、繰越金などの減額で前
年対比4億5,012万円（5.7％）の減額。
●歳出総額では、図書室整備事業や黄金山工業団地整備
事業などの完了で、前年対比4億1,825万円（5.4％）
の減額。
●町税は、経済政策の恩恵などから4,570万円の増。
●地方交付税は、震災復興特別交付税の増額で3,390万
円の増。

●町債（借入金）は、大崎広域消防庁舎建設事業などで
3,084万円の増。
●補助費などは、一部事務組合（大崎広域など）に対する
負担金や公営企業となった下水道事業への負担金の増
加などで、6億8,619万円の増。
●繰出金は、下水道会計が平成30年度から公営企業と
なったことなどから減。
●普通建設事業費は図書室整備事業や黄金山工業団地整
備事業が完了したことで減。

収入 29年度
との比較

現金収入合計 407万円 （+4万円）

① 給料 105万円 （+9万円）

② パート収入 9万円 （–2万円）

③ 親世帯からの援助 293万円 （–3万円）

④ その他の収入 14万円 （–1万円）

⑤ ローン（借入金） 46万円 （+4万円）

⑥ 預金の取り崩し 24万円 （+8万円）

⑦ 繰越金 9万円 （–15万円）

収入合計 500万円 （±0万円）

※町の貯金残高（財政調整基金、減債基金）は、
10億3,408万円です。

貯金残高　　　　　　  69万円　（+1万円）

※表示単位未満を四捨五入しているため、
　合計が一致しない場合があります。
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特別会計・企業会計の決算状況

健全化判断比率などの状況（平成30年度決算）

企業会計 特別会計
企業会計名 収入 支出

国民健康保険病院
事業会計

<収益的収支>
<資本的収支>

19億2,336万3千円
2億4,947万4千円

20億9,684万6千円
2億5,076万1千円

患者数　入院　29,064人（年間延）（１日平均79.6人）
　　　　外来　47,210人（年間延）（１日平均193.5人）

老人保健施設
事業会計

<収益的収支>
<資本的収支>

4億8,756万8千円
1,832万9千円

5億254万5千円
2,763万6千円

入所者数　28,431人（年間延）（１日平均77.9人）
通所者数　10,216人（年間延）（１日平均32.9人）

訪問看護ステーション
事業会計

<収益的収支>
<資本的収支>

5,659万7千円
―

6,002万9千円
280万6千円

訪問看護利用者数　3,340人（年間延）（１日平均11.4人）
訪問リハ利用者数　3,333人（年間延）（１日平均13.7人）

水道事業会計
<収益的収支>
<資本的収支>

4億5,147万3千円
4,246万2千円

4億1,476万3千円
1億9,420万1千円

・給水人口　15,682人　・年間配水量　　1,575,832㎥
・給水戸数　  5,979戸　・年間有収水量　1,320,041㎥

下水道事業会計
<収益的収支>
<資本的収支>

5億8,075万7千円
2億1,229万2千円

5億603万3千円
3億9,732万8千円

・接続人口　6,011人　・年間処理水量　　 643,110㎥
・接続戸数　2,106戸　・年間有収水量　　 600,316㎥

企業会計名 収入 支出
国民健康保険
特別会計 22億1,212万7千円 21億2,946万9千円

・被保険者数　　　　　　　4,369人
・一人当たり費用額　　　378,834円

後期高齢者医療保険
特別会計 1億6,907万5千円 1億6,476万2千円

・被保険者　　　　　　　　2,882人

介護保険事業
特別会計 18億6,655万6千円 18億2,415万2千円

・被保険者　　　　　　　　5,695人
・要介護（要支援）認定者数　  998人
・保険給付費　　　　16億1,281万円

・資本的収入が資本的支出に不足する額は、過年度分損益勘
定留保資金等で補てんしました。

（1）健全化判断比率

（2）資金不足比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

－
（15.00）

－
（20.00）

12.1
（25.0）

59.6
（350.0）

※（ ）内は早期健全化基準です。実質赤字比率・連結実質赤字比率は黒字であるため「－」で表示しています。

※資金不足比率は黒字であるため「－」で表示しています。

会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
水道事業会計 －

20.0
下水道事業会計 －
国民健康保険病院事業会計 －
老人保健施設事業会計 －
訪問看護ステーション事業会計 －

広 報 わ く や 令和元年11月1日発行 ― 16 ―



平成30年度末現在の基金・公有財産の状況
基　　金 公有財産（土地及び建物）

令和元年度執行状況

平成30年度涌谷町決算報告

基金名 決算年度末現在高
財 政 調 整 基 金 6億3,899万9千円
減 債 基 金 3億9,508万円
震 災 復 興 基 金 9,082万円
ふ る さ と 涌 谷 創 生 基 金 7,649万9千円
公 営 住 宅 用 地 取 得 基 金 1,609万1千円
保 健 福 祉 基 金 742万3千円
農 業 振 興 奨 励 基 金 661万4千円

農業高齢者肉用牛貸付基金 9頭
0円

肉用牛特別導入事業基金 8頭
442万1千円

ふるさと水と土保全基金 1,128万8千円
歴 史 文 化 基 金 469万円

土 地 開 発 基 金 327,774㎡
3,445万4千円

国 保 会 計 財 政 調 整 基 金 4億6,029万円
国 保 出 産 費 資 金
貸 付 事 業 基 金 300万円

介 護 保 険 給 付 基 金 7,217万円
合　　計 18億2,184万円

区　分 決算年度末現在高
土地（㎡） 建物（㎡）

本庁舎 8,214.35 3,294.87
医療福祉センター 57,098.53 3,430.05

その他の
行政機関

消防施設等 4,030.63 8,471.42
その他の施設 － －

公共用
財産

学校 138,016.91 26,294.67
公営住宅 58,250.32 16,251.40

公園 131,518.04 415.10
その他の施設 444,447.94 31,973.82
山林 947,487.00 －

その他の施設及び土地 1,316,177.87 9,645.39
合計 3,105,241.59 99,776.72

会計名 予算現額 収入済額 支出済額
（繰越額を含む） 金額 収入割合 金額 支出割合

一般会計 7,578,741 3,455,319 45.6% 3,166,823 41.8%
国民健康保険特別会計 2,073,462 843,072 40.7% 828,400 40.0%
後期高齢者医療保険特別会計 161,754 56,356 34.8% 37,991 23.5%
介護保険特別会計 1,883,469 807,975 42.9% 746,390 39.6%

水道事業会計

収益的収入 435,466 205,806 47.3% － －
収益的支出 420,399 － － 137,275 32.7%
資本的収入 19,396 421 2.2% － －
資本的支出 149,380 － － 59,793 40.0%

下水道事業会計

収益的収入 554,020 229,292 41.4% － －
収益的支出 500,430 － － 71,809 14.3%
資本的収入 149,023 8,037 5.4% － －
資本的支出 335,650 － － 162,263 48.3%

国民健康保険
病院事業会計

収益的収入 2,082,923 988,089 47.4% － －
収益的支出 2,093,446 － － 866,859 41.4%
資本的収入 84,257 64,557 76.6% － －
資本的支出 139,311 － － 74,090 53.2%

老人保健施設
事業会計

収益的収入 517,403 251,374 48.6% － －
収益的支出 528,743 － － 217,433 41.1%
資本的収入 14,329 14,329 100.0% － －
資本的支出 28,660 － － 14,181 49.5%

訪問看護ステーション事業会計

収益的収入 62,056 27,072 43.6% － －
収益的支出 55,085 － － 22,103 40.1%
資本的収入 － － － － －
資本的支出 － － － － －

この報告は「涌谷町財政事情書の作成及び公表に関する条例」により公表するものです。
▶︎問い合わせ先　企画財政課財政班　☎43-2112・E-mail：gr-zaimu@town.wakuya.miyagi.jp

R1.9.30現在
単位：千円

― 17 ―



副
町
長
の
選
任
に

つ
い
て

　
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
涌

谷
町
議
会
定
例
会
９
月
会
議
に
お

い
て
、
宮
城
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た

田
代
浩
一
氏
が
議
会
の
同
意
を
得

て
、
10
月
１
日
か
ら
副
町
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
遠
藤
町

長
の
補
佐
役
と
し
て
、
町
政
の
発

展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
田
代
副
町
長
は
、就
任
式
で「
遠

藤
町
長
の
も
と
、
町
の
発
展
の
た

め
に
課
題
解
決
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
く
９
月
会
議
で
次

の
皆
さ
ん
が
同
意
を
得
ま
し
た
。

▽
監
査
委
員　

遠
藤
要
之
助
氏

（
再
任
）

▽
教
育
委
員
会
教
育
長　
佐
々
木

一
彦
氏（
再
任
）

▽
教
育
委
員
会
教
育
委
員　
佐
々

木
宏
氏（
新
任
）

▽
教
育
委
員
会
教
育
委
員　
戸
田

康
子
氏（
再
任
）

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員　
大
友
克
裕
氏（
新
任
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

▼
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て（
9
月
分
）

　
全
国
の
1
6
4
人
の
皆
さ
ま

　

2
5
3
万
円

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
涌
谷
睦
代
表　
平
田
康
明
さ
ま

　
２
万
円

▼
財
政
再
建
の
一
助
と
し
て

　
森
太
秀
さ
ま（
３
区
）

　
１
万
５
千
円

　
高
橋
孝
子
さ
ま（
日
向
区
）

　
１
万
円

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

　

し
ろ
や
ま
歯
科
医
院

　
院
長　
印
南
洋
伸
さ
ま

　
月
将
館
小
学
校
に
透
視
型
立
体

　
模
型
７
体

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　
☎
43
―
２
１
１
１

原
子
力
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　
宮
城
県
と
女
川
原
子
力
発
電
所

か
ら
30
㎞
圏
内
に
あ
る
市
町
村
で

は
、
発
電
所
の
非
常
事
態
を
想
定

し
、
原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。
訓
練
に
伴
い
防
災
無
線
放

送
と
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
配
信
し

ま
す
。
実
際
の
災
害
と
間
違
わ
な

い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
日
程　
11
月
13
日（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
防
災

交
通
班　
☎
43
ー
2
1
1
6

防
災
無
線
に
よ
る

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　

全
国
一
斉
に
「
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」
を
用

い
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
防
災
無
線
で
次
の
よ
う
に
放
送

さ
れ
ま
す
。
訓
練
で
す
の
で
実
際

の
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
全
国
的
な
訓
練

の
た
め
、
国
や
県
の
判
断
で
予
告

な
し
に
中
止
ま
た
は
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
程　
11
月
５
日（
火
）

▼
放
送
内
容

　
♪
上
り
チ
ャ
イ
ム
♪
只
今
か
ら

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

♪
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
♪

　
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。（
×
３

回
）こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り

ま
す
。
♪
下
り
チ
ャ
イ
ム
♪

▼
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
防
災

交
通
班　
☎
43
ー
2
1
1
6

わ
く
や
天
平
の
湯
と

天
平
ろ
ま
ん
館
の

料
金
を
改
定
し
ま
す

　
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
わ
く
や

天
平
の
湯
と
天
平
ろ
ま
ん
館
の
各

種
料
金
を
改
定
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
涌
谷
町
地
域

振
興
公
社　
☎
43
ー
6
3
3
0

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

と
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
で
す
。
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
に
は
、
納
付
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
31
年
１
月
１

日
か
ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
の
提
出
の

際
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た

は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。（
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
元
年
12
月
31
日
ま
で
に
、
今
年

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
人
に
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
）

　
な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
家
族
あ
て
に
送
ら

れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の

事
故
な
ど
、
万
一
の
と
き
に
も
心

強
い
味
方
と
な
り
ま
す
。
保
険
料

は
忘
れ
な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
ー
0
0
3
ー
0
0
4

田代浩一副町長

広 報 わ く や 令和元年11月1日発行 ― 18 ―



【
法
人
課
税
関
係
】

▼
日
程　
11
月
14
日（
木
）

▼
受
付
開
始　
９
時
30
分

▼
説
明
時
間　
10
時
～
12
時

▼
会
場　
大
崎
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル▼
そ
の
他　
午
後
の
時
間
帯
へ
の

出
席
も
可
能
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

古
川
税
務

署
法
人
課
税
第
一
部
門
☎
22
ー

2
6
5
4

【
個
人
課
税
関
係
】

《
営
業
・
不
動
産
所
得
関
係
》

▼
日
時　
12
月
５
日（
木
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

▼
会
場　
大
崎
合
同
庁
舎
１
階
大

会
議
室

▼
そ
の
他　
午
前
の
時
間
帯
へ
の

出
席
も
可
能
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
農
業
所
得
関
係
》

▼
日
時　
12
月
６
日（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

▼
会
場　
大
崎
合
同
庁
舎
１
階
大

会
議
室

▼
そ
の
他　
午
前
の
時
間
帯
へ
の

出
席
も
可
能
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
古
川
税
務
署

個
人
課
税
第
一
部
門

☎
22
ー
1
7
1
3

More PickUp

11月は「児童虐待防止推進月間」です！
身近に虐待はありませんか？ ▼問い合わせ先　子育て支援室

☎43-5111（内線521）

　11月を「児童虐待防止推進月間」として、児童虐待
防止を全国で推進しています。涌谷町子育て支援室で
も「子ども家庭総合支援拠点」を立ち上げ、児童虐待
防止に向けて取り組んでいます。
　今年度は、児童虐待やＤＶなどの知識を深めて予防

　今年度シリーズ開催している講座の2回目は、「地域
でできること」という内容です。ＤＶや児童虐待は、実
は身近な問題です。実は、知人や隣の人が悩んでいる
場合もあります。この講座で共に学び、「地域でできる
こと」を考えてみませんか。

▼日時　12月3日（火）10時～11時30分

　里親とは、さまざまな理由で親と一緒に暮らせない
子どもを、自らの家庭に迎え入れ、温かい雰囲気の中
で愛情を持って育ててくれる人々を言います。実際に
子どもを預かる期間は数日から数年までさまざま。児
童養護施設にいる子どもを夏・冬の休みの間の数日間

するため、講座の開催を実施しています。
　また、虐待が疑われるときや自身が悩んだときは、子
育て支援室や児童相談所の「189」へお電話ください。
相談は匿名でかまいません。秘密は厳守します。その
行動が、子どもとその保護者を救います。

▼場所　町民医療福祉センター研修ホール

▼ 対象　健康推進員や民生委員・児童委員のほか、関
心のある人ならどなたでも

▼講師　NPO法人ハーティ仙台代表理事八幡悦子氏
▼申込方法　開催3日前までに子育て支援室に申し込ん

でください。託児を希望する場合も同様です。

だけ預かる場合もあります。関心がある場合、子育て
支援室などにお問い合わせください。

▼問い合わせ先
　子育て支援室☎43-5111（内線521）
　宮城県北部児童相談所☎22-0030

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー

ビ
ス「PayPay

」で
町
税

な
ど
が
収
納
で
き
ま
す

　
ヤ
フ
ー（
株
）が
提
供
し
て
い
る

「
ヤ
フ
ー
ア
プ
リ
収
納
」
事
業

がPayPay

（
株
）に
事
業
承
継
さ

れ
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
開

始
し
て
い
た
「
ヤ
フ
ー
ア
プ
リ
収

納
」
が
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

「PayPay

収
納
」
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
31
年
度
中
に
発

行
す
る
納
付
書
で
裏
面
に
「
ヤ

フ
ー
ア
プ
リ
」
の
記
載
が
あ
る
も

の
は
「PayPay

」
へ
読
み
替
え

し
対
応
願
い
ま
す
。

　
な
お
、
領
収
書（
納
税
証
明
書
）

は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
次
の
場
合
、PayPay

で
納
付
で
き
ま
せ
ん
。
納
付
書
裏

面
に
記
載
の
金
融
機
関
な
ど
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
も
の
。

・
納
付
書
１
枚
の
金
額
が
30
万
円

を
超
え
る
も
の
。

　
詳
し
く
は
、
涌
谷
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

会
計
課
☎
43
ー
2
1
1
8

令
和
元
年
分

年
末
調
整
説
明
会

　
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

お知らせ イベント相談 募集

ＤＶと児童虐待を学ぶ講座～地域でできること～

里親になりませんか？
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令
和
元
年
11
月
５
日（
火
）か
ら
、
住
民
票
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
へ
の
旧
姓（
旧
氏
）併
記
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
で
、
婚
姻
な
ど
で
氏
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
そ
れ
ま
で

称
し
て
き
た
氏
を
住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
に
記
載
し
、

公
証
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

　
旧
姓
併
記
は
、
各
種
の
契
約
や
銀
行
口
座
の
名
義
に
旧
姓
が
使
わ

れ
る
場
面
や
、
就
職
・
転
職
時
な
ど
、
仕
事
の
場
面
で
も
旧
姓
で
本

人
確
認
が
で
き
ま
す
。　

　
希
望
者
は
、
役
場
窓
口
で
住
民
票
に
旧
姓
を
記
載
す
る
た
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ
先　
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班  

☎
43
ー
2
1
1
3

線
5
5
4
）

く
ら
し
の
な
ん
で
も

相
談
会

▼
日
時　
11
月
17
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
16
時　

▼
場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
石
巻
１

階　▼
相
談
内
容　
生
活
に
関
す
る
悩

み
を
解
決
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の

相
談
会（
弁
護
士
・
税
理
士
・
土

地
家
屋
調
査
士
・
社
会
保
険
労
務

士
・
公
証
人
・
社
会
福
祉
士
な
ど
）

▼
費
用　
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ
先　
宮
城
県
行
政

書
士
会

☎
0
2
2
ー
2
6
1
ー
6
7
6
8

交
通
事
故
無
料
弁
護
士

相
談
会

▼
日
時　
11
月
20
日（
水
）

　
　
　
　
14
時
～
16
時　

▼
場
所　
大
崎
合
同
庁
舎
２
階
県

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

▼
申
込　
事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い　

▼
問
い
合
わ
せ
先　
宮
城
県
北
部

地
方
振
興
事
務
所
県
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー　
☎
91
ー
0
7
0
1

　

大
き
さ
は
15
・
5
㎝（
前
年
は

17
・
5
㎝
）×
8
・
8
㎝
、
価
格

は
６
０
０
円（
税
込
）で
す
。
購
入

希
望
者
は
、
11
月
29
日（
金
）ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

企
画
財
政
課  

☎
43
ー
2
1
1
2

認
知
症
に
つ
い
て
学
べ
る

認
知
症
カ
フ
ェ
さ
く
ら
カ

フ
ェ
を
開
催
し
ま
す

　

認
知
症
に
悩
ん
で
い
る
本
人
や

家
族
、
関
心
が
あ
る
人
を
対
象
に
、

認
知
症
に
つ
い
て
学
べ
る
カ
フ
ェ

を
開
催
し
ま
す
。　

▼
日
時　
11
月
29
日（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時　

▼
場
所　
吉
住
区　
瀧
澤
寺　

▼
参
加
費　
１
人
1
0
0
円　

▼
申
込　
事
前
申
込
は
不
要　

【
さ
く
ら
カ
フ
ェ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

　
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。　

▼
対
象　
涌
谷
町
在
住
で
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
た
人　

▼
内
容　
カ
フ
ェ
会
場
の
準
備
・

後
片
付
け
、
お
茶
類
の
提
供
、
参

加
者
と
の
会
話　

▼
募
集
人
数　
５
人
で
先
着
順　

▼
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
包
括

支
援
班　

☎
43
ー
5
1
1
1（
内

盲
ろ
う
者
向
け
生
活
訓

練
「
遠
隔
で
繋
が
る
！

ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
ツ
ー
ル
」

　
視
覚
と
聴
覚
の
両
方
に
障
害
あ

る
人
を
対
象
に
、
暮
ら
し
に
必
要

な
訓
練
や
よ
り
豊
か
に
暮
ら
す
た

め
の
情
報
を
伝
え
る
講
座
で
す
。

盲
ろ
う
者
の
た
め
の
ツ
ー
ル
を
追

及
し
て
い
る
講
師
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
体
験
で

き
ま
す
。

▼
日
時　
11
月
30
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
～
15
時

▼
場
所　
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法　
氏
名
と
連
絡
先
、

希
望
す
る
情
報
保
障（
触
手
話
・

音
声
な
ど
）を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
締
切
は
11
月
15
日（
金
）で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー（
み
み
サ
ポ
）

☎
0
2
2
ー
3
9
3
ー
5
5
0

「
み
や
ぎ
手
帳
」
の

申
込
受
付
中
で
す

　
令
和
２
年
版
み
や
ぎ
手
帳
は
、

月
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
カ
レ
ン

ダ
ー
式
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。「
国・

県
・
市
町
村
の
最
新
統
計
資
料
」

「
仕
事
・
生
活
に
役
立
つ
資
料
」

を
収
録
し
て
い
ま
す
。

More PickUp 住民票とマイナンバーカードなどに旧姓を併記できます
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お知らせ イベント相談 募集

More PickUp 令和２年度町立幼稚園入園児を募集します
▼入園資格　町内在住の3歳児から5歳児が対象

　・3歳児（平成28年4月2日～平成29年4月1日）
　・4歳児（平成27年4月2日～平成28年4月1日）
　・5歳児（平成26年4月2日～平成27年4月1日）
　　ただし、4歳児、5歳児は未入園児が対象です。

▼通園区
　・涌谷幼稚園　　　　　1区～6区
　・涌谷南幼稚園　　　　7区～11区、八雲区
　・ののだけ幼稚園　　　箟岳白山小学校区
　・さくらんぼこども園　月将館小学校区

▼受付期間・時間
　11月11日（月）～29日（金）土日祝日を除く9時～16時

▼申込方法
　入園児同伴で通園区の幼稚園に「子どものための教育・
保育給付認定申請書」と「入園願書」を事前に電話連絡

の上、訪問し提出してください。入園に必要な書類は各
幼稚園に備え付けています。

【預かり保育（常時）について】
　預かり保育（常時）を利用するには、「保育の必要性」
の認定が必要です。希望者は、次の書類を各幼稚園に提
出願います。書類提出後、面談し利用の決定します。

▼必要書類（各園に備え付けています）
①子育てのための施設等利用給付認定申請書（2・3号）
②預かり保育申請書
③保育の必要性を証明する書類（就労証明書など）
　保育の必要性とは保護者が就労しているなどの理由に

より児童を家庭で保育できないことをいいます。

▼問い合わせ先
　福祉課子育て支援室☎43-5111（内線521）

▽
一
般　
11
月
１
日（
金
）

　
　
　
～
１
月
６
日（
月
）

▼
試
験
日

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
宮
城

地
方
協
力
本
部
石
巻
地
域
事
務
所

☎
0
2
2
5
ー
83
ー
6
7
8
9

涌
谷
町
町
民
医
療
福
祉

セ
ン
タ
ー
職
員
募
集

【
看
護
師（
正
職
員
）・
準
看
護
師

（
嘱
託
職
員
）令
和
２
年
４
月
１
日

採
用
】

▼
応
募
資
格
・
採
用
予
定
数

　
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
、
免

許
取
得
見
込
の
人
・
若
干
名

▼
試
験
日　
12
月
９
日（
月
）

▼
受
付
締
切　
11
月
20
日（
水
）

▼
試
験
会
場　
涌
谷
町
町
民
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
提
出
書
類　
履
歴
書（
町
民
医

療
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）、
資
格
証

明
書
の
写
し

▼
選
考
方
法　
作
文
試
験
、
面
接

▼
給
与

▽
看
護
師　

大
学
卒
2
1
0
，

9
0
0
円
、
高
看
３
卒
1
9
8
，

8
0
0
円
、
高
看
２
卒
1
9
0
，

5
0
0
円

▽
准
看
護
師　
養
成
所
卒
1
5
1
，

8
0
0
円

　
免
許
や
職
歴
に
よ
っ
て
給
与
加

算
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
諸
手
当

も
あ
り
ま
す
。

▼
勤
務
時
間　
１
週
間
38
時
間
45

分
勤
務（
病
棟
勤
務
は
、
３
交
代

制
か
２
交
替
制
勤
務
有
り
）

▼
休
暇　

年
次
有
給
休
暇
20
日

（
初
年
度
の
み
15
日
）

▼
そ
の
他　
①
嘱
託
職
員
は
、
令

和
２
年
４
月
１
日
の
制
度
改
正
で

変
更
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
提
出
書
類
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
職
員
随
時
採
用
】

▼
職
種　
看
護
師
、
準
看
護
師

▼
応
募
資
格
・
採
用
予
定
数　
各

免
許
取
得
済
み
の
人
・
若
干
名

▼
受
付
期
間　
随
時
受
付

▼
勤
務
時
間　
７
時
～
12
時

▼
勤
務
内
容　
健
診
業
務
な
ど

▼
給
与（
時
給
制
）　
看
護
師
１
，

3
5
0
円（
時
間
）、
准
看
護
師
１
，

１
５
０
円（
時
間
）、
通
勤
手
当
あ

り▼
休
日
・
休
暇　
４
週
８
休
、
年

末
年
始
休
暇
６
日
・
年
次
有
給
休

暇
10
日（
年
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
管
理
課

総
務
班
☎
43
ー
5
1
1
1（
内
線

5
1
1
）

土
曜
日
法
テ
ラ
ス

無
料
法
律
相
談
会

　

金
銭
の
貸
借
、
相
続
ト
ラ
ブ
ル
、

離
婚
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
、
そ
の
他

弁
護
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
は
事
前
予
約
優
先
。

▼
日
時　
11
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
23
日（
土
）

　
　
　
　
両
日
10
時
～
16
時

▼
場
所　
法
テ
ラ
ス
東
松
島

▼
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス
東

松
島（
平
日
９
時
～
17
時
）

☎
0
5
0
ー
3
3
8
3
ー
0
0
0
9

自
衛
官
を
募
集

《
陸
・
海
・
空
自
衛
官
候
補
生
》

▼
応
募
資
格　
18
歳
～
33
歳

▼
受
付
締
切　

11
月
８
日（
金
）

《
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒（
推
薦
・
一
般
）》

▼
応
募
資
格

▽
推
薦　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒

活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
修
め

学
校
長
が
推
薦
で
き
る
者

▽
一
般　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間

▽
推
薦　
11
月
１
日（
金
）

　
　
　
～
11
月
29
日（
金
）

― 21 ―



　
　
　
　
10
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館　

▼
入
場
料　
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ
先　
わ
く
わ
く
マ

ル
シ
ェ
実
行
委
員
会　
後
藤　

☎
0
8
0
ー
1
8
4
2
ー
5
1
0
3

ま
ち
か
ど
保
健
室
イ
ベ

ン
ト
型
抜
き
塗
り
絵
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

す
で
に
で
き
て
い
る
型
紙
に
、

色
鉛
筆
で
色
を
の
せ
て
い
く
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
ー
ド
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。　

　
ど
ん
な
型
紙
に
ど
ん
な
色
を
の

せ
る
か
、
で
き
あ
が
り
が
楽
し
み

で
す
。
型
紙
の
種
類
も
豊
富
に
用

意
し
て
い
ま
す
。　

　
終
了
後
に
は
お
茶
っ
こ
飲
み
会

を
し
ま
す
。　

▼
日
時　
11
月
16
日（
土
）　

　
　
　
　
10
時
～
12
時　

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館（
旧
青
少

年
ホ
ー
ム
）和
室　

▼
参
加
費　
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
か
ど
保

健
室
代
表　
鈴
木
由
美　

☎
0
9
0
ー
2
9
8
5
ー
4
0
5
1

ま
す
。

▼
日
時　
11
月
11
日（
月
） 

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

▼
場
所　
尾
花
沢
市
共
同
福
祉
施

設▼
内
容　

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

山
形
県
北
村
山
地
域
振
興
局

☎
0
2
3
7
ー
47
ー
8
6
1
4

6789

わ
く
わ
く
マ
ル
シ
ェ

v
o
l.

2
を
開
催
し
ま
す

　
涌
谷
町
を
わ
く
わ
く
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
昨
年
開
催
さ
れ
大
盛

況
だ
っ
た
わ
く
わ
く
マ
ル
シ
ェ
が
、

今
年
は
涌
谷
公
民
館
に
会
場
を
移

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。　

　
涌
谷
町
内
外
か
ら
37
ブ
ー
ス
が

出
店
。
手
作
り
品
や
話
題
の
ス

イ
ー
ツ
の
販
売
を
は
じ
め
、
体
験

型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

▼
日
時　
11
月
17
日（
日
）　

1615

涌
谷
町
国
際
化
協
会

Ｅ-

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ-

Ｕｐ

英
会
話
教
室
を
開
講

　
涌
谷
町
国
際
化
協
会
で
は
、
12 

月
か
ら
初
心
者
を
対
象
と
し
た
英

会
話
教
室
を
開
講
し
ま
す
。
英
語

を
耳
か
ら
学
ぶ
教
室
で
す
。 

▼
日
時　
毎
月
第
１・３
土
曜
日 

　
　
　
　
午
前
中 

▼
講
師　
雫
石
光
由（ 

ウ
ッ
ド
ラ

ン
ド
英
語
教
室
代
表
） 

、
菅
原
葉

子（ 

元
小
学
校
教
諭
） 

▼
コ
ー
ス（
各
コ
ー
ス
1
回
45
分
間
）

▽
中
学
生
コ
ー
ス
９
時
15
分
～
10
時

▽
成
人
コ
ー
ス
10
時
15
分
～
11
時

▽
高
校
生
コ
ー
ス
11
時
15
分
～
12
時

▼
定
員　
各
コ
ー
ス
10
人

▼
受
講
料　
月
額
３
千
円

▼
申
込
方
法　
役
場
企
画
財
政
課

備
付
け
の
用
紙
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
雫
石
光
由

☎
0
9
0
ー
9
8
2
5
ー
3
8
4
1

1615

国
道
３
４
７
号
線

鍋
越
峠
地
域
交
流

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　
観
光
を
テ
ー
マ
に
、
東
北
芸
術

工
科
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
企
画

構
想
学
科
の
本
吉
裕
之
准
教
授
の

講
演
な
ど
、
国
道
３
４
７
号
線
を

介
し
た
山
形
・
宮
城
両
県
に
よ
る

広
域
観
光
振
興
の
可
能
性
を
探
り

　涌谷伊達家第4代の伊達安芸宗重公は、江戸時代の前期に涌谷邑主として活躍し、
今日の涌谷町の礎を築いた名君として治績をあげられました。
　令和2年は、宗重公が伊達騒動により凶刃に倒れた1671（寛文11）年から350年
を経た節目の年となるため、涌谷町では宗重公を偲び、記念事業（下表）を実施します。
　各事業の詳細は、今後広報わくやなどでお知らせします。

▼問い合わせ先　伊達安芸宗重公350年祭記念事業実行委員会事務局
　　　　　　　　（まちづくり推進課内）☎43-2119

More PickUp 伊達安芸宗重公３５０年祭記念事業

伊
達
安
芸
宗
重
公
３
５
０
年
祭　

　
　

 

記
念
事
業
一
覧

月 日 曜日 内　　容 場所
2 29 土 伊達安芸宗重公350年祭記念

「涌谷町歴史フォーラム～伊達騒動と涌谷～」 涌谷公民館
3 27 金 伊達安芸宗重公350年遠忌法要 見龍寺

4

1 水 伊達家ゆかりの品特別展（～5月6日） 史料館

19 日
箟岳山箟峯寺開山1250年特別御開帳(～26日）
開扉法要　新梵鐘披露法要(19日） 箟峯寺
第70回東北輓馬競技大会 河川敷

26 日 涌谷神社例大祭前夜祭 涌谷神社
27 月 涌谷神社例大祭 涌谷神社
29 水 神輿渡御 町内～神社

広 報 わ く や 令和元年11月1日発行 ― 22 ―


